
県立羽生実業高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 
商業科･情報処理科 

園芸科･農業経済科 

R7.5.1 

生徒数 

(男) 106 

(女) 123 
計 229 

アクセス 東武伊勢崎線羽生駅より徒歩１５分、秩父鉄道西羽生駅より徒歩５分 

＜目指す学校像＞ 

確かな専門性と高い人間性を育む学校 

＜教育課程等＞※１ 

・基礎、基本的な内容に重点を置いた実践的な授業をとして、専門的な知識や技能の定着 

・実習を多く取り入れ、実践的な力を身につけさせる専門科目を設置 

・地域との連携をとおして、身に付いた知識や技術を活用する力を育成 

・県の「未来の職業人材育成事業」等を通じた自主性、社会性の育成 

・ＧＡＰ教育の推進 

・検定等の資格取得を推進し、スペシャリストを育成 

＜本校が求める生徒＞※２ 

地域に根ざし、社会に有為な産業人となることを志す生徒 

＜学校行事＞ 

・文化祭では、専門高校ならではの企画（生徒が作った野菜の販売等）を実施 

・真剣勝負による主体的な体育祭を実施 

・各学年校外学習等の実施 

＜部活動＞ 

・令和３年度 ウェイトリフティング部 関東大会に出場 

・令和３年度 陸上競技部 ハンマー投・砲丸投 関東大会 優勝（２冠） 

・令和３年度 陸上競技部 砲丸投 インターハイ ７位入賞 

・令和３年度 ソフトボール部 県ベスト３２ 

・令和３年度 フラワーアレンジメント競技県大会 最優秀賞・優秀賞 

・令和４年度 フラワーアレンジメント競技県大会 優秀賞 

・令和３年度 全国高校生フラワーアレンジメントコンテスト 文部科学大臣賞・金賞 

・令和４年度 全国高校生フラワーアレンジメントコンテスト 出場 

・令和５・６度度 ウェイトリフティング部 関東大会に出場 

・ブラスバンド部 埼玉県高等学校音楽祭、定期演奏会、野球部応援、市吹奏楽フェスティバル参加 

＜家庭・地域との連携＞ 

・園芸即売会等による地域交流   ・ＰＴＡ・保護者の教育活動の協力・参加 

・全学年で三者面談の実施     ・地域のボランティア活動への参加 

・地域の公開講座協力       ・地域企業との連携 

・ムジナモ保存会との連携 

進

路 

R6.3 

卒業生 
四大 ２人 短大 ０人 専門 １６人 就職 ４３人 

傾向 

●主な進学先：【四年制大学】東京福祉大学、平成国際大学、順天堂大学、城西大学、 

関東学園大学、東海大学、埼玉工業大学、立正大学他【短期大学】埼玉純真短期大学、 

佐野日本大学短期大学、武蔵丘短期大学、国際短期大学他 

●主な専門学校：アルスコンピュータ専門学校、神田外語学院、首都医校、大原法律公務

員専門学校、埼玉県栄養専門学校、関東福祉専門学校、関東工業自動車大学校、大宮理容

美容専門学校、熊谷高等技術専門校、川口高等技術専門校他 

●主な就職先：秩父鉄道（株）、（株）ケンゾー、（株）武蔵野銀行、（株）足利銀行、 

（株）SUBARU、本田技研工業（株）、伊藤製パン（株）、（株）ベルク、（株）ベルーナ、

（株）八木橋、アミュード（株）、（株）湖池屋、コーワ（株）、（株）和幸グリーン、 

（株）大川緑地開発、（株）なとり、加須市役所、陸上自衛隊、航空自衛隊他 

【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 



◇ 本校の授業・・・・・ 「分かる授業」を通じ基礎から丁寧に指導、資格取得を奨励
◇ 行事や部活動・・・・・専門高校ならではの文化祭、陸上競技部・ウェイトリフティング部・農業クラブが全国・関東大会で活躍
◇ 学校の周辺情報・・・・・園芸即売会等による地域交流、地域企業との連携、地域の公開講座・ボランティア活動に参加　　

商業科 ・ 情報処理科 園 芸 科 ・ 農 業 経 済 科

  商魄 日 本 の 未 来 を 支 え るスペシャリスト へ   農魂

進路希望を実現させるｷｬﾘｱ教育の推進
専門教育を通じた人間力の育成

商業全般に関する総合的な演習
専門的な技能の習得
（ 総合実践、課題研究 ） （ 総合実習、課題研究 ）

地域の企業等と連携した職業観の育成

ボランティア活動を通じた社会性の育成

商業に関する専門知識の習得
検定等の資格取得の奨励
（ ソフトウェア活用、簿記 ） （ 栽培と環境、食品製造 ）

学校行事を通じた協調性の育成
部活動を通じた自主性の育成

各教科の基礎学習の習得
商業の基礎を学ぶ
（ 簿記、情報処理 ） （ 農業と環境、農業と情報）基礎学力の定着

県 立 羽 生 実 業 高 校　　育 成 方 針　　　 ～生徒の成長物語～

本校の
特　色

実践的授業

分かる授業・TT授業

体験的授業

３年

　　　農業の基礎を学ぶ

２年

　総合実習による専門的な知識や
　　　技術の習得

　　 実習を多く取り入れた実践的な授業
　　 宿泊を伴う共同実験実習

　　 各教科の基礎学習の習得１年

対応力応用力の向上

専門的知識・技術の定着


